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紀伊半島下の三次元地震波減衰構造
Three-dimensional attenuation structure beneath Kii Peninsula
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紀伊半島は，過去 100～150年周期で繰り返し発生してきた海溝型巨大地震の震源域近傍に位置し，和歌山県北部にお
ける浅部群発地震や，紀伊水道から伊勢湾にかけての非火山性深部低周波微動（Obara,2002）の存在などが認められる
等，防災とテクトニクスの両面から注目される地域である．本研究では，温度や密度等の物性データに敏感なパラメター
である Q値を求めることで，紀伊半島の地下において不均一な地震波減衰構造を推定し，当該地域の地下構造解明に寄
与したい．そこで、Tsumura et al.（2000）によるインバージョン手法を用いて，複数の観測地震波形スペクトルから震
源パラメター，Q構造，観測点近傍の地盤増幅特性を同時推定した．
今回，東経 134.75°～136.85°までを 10個，北緯 33.3°～34.75°までを 8個，深さ方向は地表～5km，5～10km，10

～20km，20～35km，35～50km，50～80kmの 6層の計 480個に分割したブロックを設定し，観測スペクトルの値からイ
ンバージョンにより各ブロックの Q値を求めた．
まず、インバージョン解析をした結果の再現性を確認するためのチェッカーボードテストを行った．その結果，第 1層

では，北緯 34.45°以南でQ値の高低パターンが再現され，良好な解像度であった．第 2層，第 3層では北緯 34.25°以
南で概ね良好である．第 4層，第 5層，第 6層では，良好な解像度が得られる地域が限定され，深部低周波微動の発生深
度領域にあたる第 4層では北緯 34.1°以南で解像度が良く，第 5層では和歌山県北部を除く東経 135.35°～136.1°，北
緯 33.65°～34.45°の地域，第 6層では，おおよそ奈良県の地下でのみ解像度が良かった．第 1層，第 2層の浅部群発地
震発生領域直下，第 4層と第 5層の微動発生領域および直下領域で Q値がおおむね再現されており，当該地域のテクト
ニクス解明に有意な解析結果が得られることが期待される．
今後は北部ブロックの第 1層，第 2層を通る波線を加え，北緯 34.25°以北における地下浅部の更なる解像度の向上を

目指すとともに，実データによるインバージョン結果から当該地域の地震波減衰構造を明らかにする．
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